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６
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天
の
川
と
紫
金
山
ア
ト
ラ
ス
彗
星
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10
月
19
日
︵
土
︶
か
ら
27
日
︵
日
︶
の
９
日
間
に
か
け
て
、
四
国
カ
ル

ス
ト
天
狗
高
原
ほ
か
各
会
場
に
て
﹁
つ
の
フ
ェ
ス
２
０
２
４
〜
紫
金

山
ア
ト
ラ
ス
彗
星
の
輝
き
を
求
め
て
〜
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

19
日
︵
土
︶
は
、
貝
ノ
川
棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
片

岡
直
輝
・
直
温
生
家
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
と
L
E
D
キ
ャ
ン
ド
ル
に

よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
、
20
日
︵
日
︶
は
四
国
カ
ル
ス
ト
天
狗

高
原
で
音
楽
を
中
心
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
星
に
関
連
し
た
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
町
内
事
業
者
に
よ
る
出
店
、
そ
し
て
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
T
E
N
G
U
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
コ
メ
ッ
ト
ハ
ン
タ
ー
関
勉

先
生
に
よ
る
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

21
日
以
降
も
、
日
替
わ
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
の
で
、写
真
と
合
わ
せ
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
観
望
が
期
待
さ
れ
て
い
た﹁
紫
金
山
ア
ト
ラ
ス
彗
星
﹂は
、
イ

ベ
ン
ト
期
間
中
、
ほ
と
ん
ど
夜
の
天
候
が
優
れ
ず
、
予
定
し
て
い
た
星

空
観
望
会
も
中
止
の
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
23
日
︵
水
︶
に

は
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
な
り
﹁
紫
金
山
ア
ト
ラ
ス
彗
星
﹂
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、歓
喜
の
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
つ
の
フ
ェ
ス
特
設
サ
イ
ト
で
も
﹁
紫
金
山
ア
ト
ラ
ス
彗
星
﹂

の
写
真
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
つ
の
フ
ェ
ス
2
0
2
4
実
行
委
員
会
︶

10 月 19 日（土）
片岡直輝・直温生家
ライトアップイベント

つのフェス特設サイト
https://tsunofes.com

　ステージショーは昨年に引き続き「津野
山古式神楽」で開幕☆

　ステージショーのラストは「MUSICAL　
TIME」の迫力ある演奏で締めくくり☆

　愛媛県久万高原町さんのご協力で、
「彗星の核づくり体験」を開催☆

　町内こども園、小中学生の皆さんに
よる作品展示。作品はプラネタリウム
に投映しました☆

町内事業者の皆さんによる出店ブース☆

　シャトルバスでは中央小学校６年生の
皆さんにバスガイドをしていただき、
来場者を楽しませてくれました☆

　ランプシェードと LED キャンドルライト

で会場を彩りました☆（主催：さわやか津野）

10 月 20 日（日）メインイベント　昼の部

し
き
ん

ざ
ん

　町内こども園、小中学生の皆さんに
　ステージショーのラストは「MUSICAL　　ステージショーのラストは「MUSICAL　　愛媛県久万高原町さんのご協力で、
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10月20日（日）メインイベント　夜の部
コメットハンター

関　勉 先生　講演会

　世界的な天文家である関勉先生。

「宇宙のなぞに挑戦」をテーマに

ご講演いただきました☆

　星空観望会と天文台の一般開放はイベント期間中、毎日開催。「紫金山アト

ラス彗星」の観望が期待されましたが、なかなか天気に恵まれず、中止の日々

が続きました。20 日の夜は曇り空でしたが、「土星」を観望することができ、

来場者の皆さんで順番に望遠鏡で眺めました☆

天文台の一般開放星空観望会

10 月 21 日（月）
星を観た侍　片岡直次郎
ゆかりの地ハイキング

10 月 23 日（水）
星を観た侍　片岡直次郎

おはなし会

　天文学の天才と称された津野町出身の「片岡直次郎」のゆかりの地ハ

イキング。葉山史談会の方々にガイドをしていただき、参加者の皆さん

で片岡直次郎の歴史を辿りました☆（主催：さわやか津野）

　片岡直輝・直温生家にて、津野町教育委員

会学芸員の田中勝幸さんによる「片岡直次郎」

のおはなし会を開催☆（主催：さわやか津野）

10 月 26 日（土）
四国カルスト

猪伏の大トチ散策トレッキング

10 月 26 日（土）

宇宙航空研究開発機構（JAXA）

片山晴善先生　講演会

10 月 27 日（日）

海洋研究開発機構（JAMSTEC）
高知コア研究所

伊藤元雄先生　講演会
︵
一
財
︶
柳
谷
産
業
開
発
公
社
の
福
田
剛
正
さ
ん
に
ガ
イ
ド
い
た
だ

き
、
森
の
巨
人
百
選
に
も
指
定
さ
れ
た﹁
猪
伏
の
大
ト
チ
﹂を
目
指
し
て

散
策
し
ま
し
た
☆︵
共
催
　
愛
媛
県
久
万
高
原
町
︶

　JAXA 職員で地球観測衛星「だい

ち２号」などの開発に携わられた片

山晴善先生。「宇宙から見る地球環

境」をテーマにご講演いただきまし

た☆

NASA ジョンソン宇宙センターに

も研究員として勤務されていた伊藤

元雄先生。「彗星のかけらを分析する

と地球の歴史がみえてくる」をテー

マにご講演いただきました☆

せき つとむ

たなかかつゆき

かたやまはるよし
いとうもとお

ふ
く
だ
た
か
ま
さ
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11
月
10
日(
日)

﹁
第
20
回
津
野
町

産
業
祭
﹂
が
津
野
町
西
運
動
公
園
及

び
東
津
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
１
，
０
０
０
人
余
り
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
葉
山
小
学
校
５
・

６
年
生
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
と
葉
山
中
学
校
の
音
楽
部
に
よ
る

演
奏
や
東
津
野
中
学
校
２
・
３
年
生

に
よ
る
津
野
山
古
式
神
楽
等
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
姉
妹
ま
ち
訓
子
府
町
か
ら
も
高
橋

教
育
長
を
は
じ
め
４
名
の
方
が
来
町

し
、
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
前
は
、

大
勢
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
販
売
店
ブ
ー
ス
で
は
、
た
れ
か
つ

丼
や
特
産
品
を
販
売
す
る
訓
子
府
町

コ
ー
ナ
ー
や
町
内
飲
食
店
、
露
天
商

が
軒
を
並
べ
、
秋
空
の
下
で
、
た
く

さ
ん
の
お
い
し
い
も
の
が
並
び
大
変

好
評
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
津

野
町
森
林
組
合

に
よ
る
林
業
用

ド
ロ
ー
ン
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
消
防

に
よ
る
、
け
む

り
体
験
、
災
害

体
験
Ｖ
Ｒ
、
苗

木
や
農
機
具
、

林
業
機
械
の
展

示
販
売
な
ど
で

産
業
祭
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、

農
林
産
物
品
評

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年

は
高
温
障
害
や
夏
場
か
ら
の
鳥
獣
被

害
の
増
加
に
よ
り
、
農
林
産
物
の
出

品
数
も
昨
年
の
３
分
の
２
ほ
ど
の
130

点
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
が
丹

精
込
め
て
栽
培
し
た
農
林
産
物
が
並

び
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ヒ
ノ
キ
の
お
は
し
づ
く

り
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
な
ど
の
木

育
コ
ー
ナ
ー
、
﹁
捨
て
る
物
を
再
利

用
す
る
﹂
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
、
ご

み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
の
展
示
、
幼
稚
園
ウ
イ
ー
ク
デ
ー

や
防
災
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
多
く
の
来

場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
︵
津
野
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
︶

農
林
産
物
品
評
会（
敬
称
略
）

・
須
崎
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　
　
高
橋
　
徹（
北
川
）品
目
・
ミ
ョ
ウ
ガ

・
須
崎
林
業
事
務
所
長
賞

　
　
高
野
　
昭
雄（
橋
本
新
町
）品
目
・
サ
カ
キ

・
土
佐
く
ろ
し
お
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　
高
野
　
光
志（
船
野
）品
目
・
ヤ
ッ
コ
ネ
ギ

・
高
知
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　
熊
田
　
敬
子（
高
野
）品
目
・
土
佐
甘
ト
ウ

・
高
知
県
農
業
協
同
組
合
営
農
販
売
担
当
専
務
賞

　
　
戸
田
　
寛
一
郎（
岩
土
）品
目
・
ユ
ズ

・
津
野
町
議
会
議
長
賞

　
　
長
山
　
耕
一（
上
井
田
）品
目
・
サ
ツ
マ
イ
モ

・
津
野
町
長
賞

　
　
三
本
　
勝
子（
芳
生
野
奈
路
）品
目
・
ダ
イ
コ
ン

●
直
販
所
奨
励
賞

　
　
川
西
　
敏
夫（
下
野
）品
目
・
ナ
ス
他

●
生
産
者
奨
励
賞︵
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お
︶

　
　
大
﨑
　
英
人（
下
元
）品
目
・
ミ
ョ
ウ
ガ

●
生
産
者
奨
励
賞︵
Ｊ
Ａ
高
知
県
︶

　
　
保
川
　
保（
西
倉
川
）品
目
・
土
佐
甘
と
う

●
生
産
者
議
長
賞

　
　
三
本
　
美
佐
子（
芳
生
野
奈
路
）品
目
・
小
ナ
ス

●
生
産
者
町
長
賞

　
　
黒
川
　
満
洋（
宮
谷
）品
目
・
茶

第
20
回
　
津
野
町
産
業
祭
開
催

▲葉山小学校によるよさこい鳴子踊り

▲葉山中学校音楽部による演奏

▲農林水産物品評会のようす



5 №238　2024.12

10
月
13
日
︵
日
︶
に
津
野
町
東

津
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

第
１
回
津
野
町
地
域
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
140
人

を
超
え
る
多
く
の
方
が
た
の
ご

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
高
知
県
立
大
学
秋

谷
准
教
授
を
お
招
き
し
﹁
地
域

づ
く
り
と
は
﹂
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

で
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行

う
う
え
で
、
楽
し
み
な
が
ら
活

動
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ

る
こ
と
や
、
地
域
づ
く
り
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
が
で

き
、
団
体
に
所
属
し
主
体
的
に

活
動
す
る
こ
と
だ
け
が
地
域
づ

く
り
活
動
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
に
お
客
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
や
地
域
の
清
掃
等
に
参
加
す

る
こ
と
も
地
域
づ
く
り
活
動
の

一
環
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
内
で
活
動
さ
れ

て
い
る
15
団
体
の
取
組
発
表
を

行
い
、
日
々
の
活
動
内
容
や
活

動
へ
の
想
い
を
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
後
は
、
団
体
関
係

者
、
高
知
県
地
域
支
援
企
画
員
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活

動
に
対
す
る
想
い
や
課
題
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
か
ら

は
﹁
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
取
り
組
み
が
知
れ
て
よ
か

っ
た
﹂﹁
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き

る
範
囲
で
地
域
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
い
き
た
い
﹂
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　
町
内
に
は
、
今
回
ご
紹
介
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動
さ
れ

て
い
る
団
体
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
各
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ご
と
と
し

て
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
企

画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

  

︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　  

高
橋
　
宏
輔
︶

第
１
回
津
野
町
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

10
月
19
日
︵
土
︶
に
貝
ノ
川
地

区
に
て
﹁
第
13
回
棚
田
キ
ャ
ン

ド
ル
ま
つ
り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
雨
天
の
影

響
に
よ
る
中
止
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
６
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
お
昼
ご
ろ
か
ら
雨
が

降
り
始
め
、
心
配
の
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
午
後
５
時
か
ら
の

点
灯
に
合
わ
せ
雨
も
や
み
、
約

５
，
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル

に
火
を
灯
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
訪
れ
て
お
り
、
展
望

ス
ポ
ッ
ト
か
ら
の
幻
想
的
な
光

景
を
写
真
に
収
め
る
方
の
姿

や
、
貝
ノ
川
道
沿
い
の
キ
ャ
ン

ド
ル
に
は
小
学
生
の
イ
ラ
ス
ト

が
飾
ら
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
と
と

も
に
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
や
家

族
連
れ
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
う
ま
い
も
の
市
で
は
田
舎
寿

司
や
貝
ノ
川
地
区
の
み
な
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
っ
た
豚
汁
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
グ
レ
イ
グ
ー
ス
さ
ん
の
演
奏

や
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
き
っ
か

け
に
地
域
と
親
交
の
深
い
ジ
ャ

ア
バ
ー
ボ
ン
ズ
さ
ん
が
ラ
イ
ブ

で
会
場
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　
貝
ノ
川
地
区
住
民
や
ス
タ
ッ

フ
、
来
場
者
全
員
で
灯
し
た
キ

ャ
ン
ド
ル
は
夜
10
時
を
過
ぎ
て

も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
梓
︶

﹁
棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り
﹂

　

６
年
ぶ
り
に
開
催
！

▲15団体の取組発表

▲パネルディスカッションのようす
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今
年
８
〜
９
月
に
開
催
し
た

夏
版
に
引
き
続
き
、
冬
版﹁
つ
の

つ
ね
づ
ね
﹂が
始
ま
り
ま
す
！

　
今
回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
お

正
月
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど
と

い
っ
た
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ

せ
て
津
野
町
な
ら
で
は
の
体
験

︵
14
プ
ロ
グ
ラ
ム
︶
が
あ
ち
こ
ち

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
﹁
つ
の
つ
ね
づ
ね
﹂
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
間

２
０
２
４
年
12
月
15
日︵
日
︶〜

２
０
２
５
年
２
月
16
日︵
日
︶

※

開
催
日
程
、
料
金
、
お
申
し
込

み
方
法
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

津
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

イ
ベ
ン
ト
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

︵
観
光
推
進
課

　
　
　
　
　
高
橋
　
芙
柚
音
︶

﹃
つ
の
つ
ね
づ
ね
＃
５
︵
冬
︶
〜
津
野
町
体
験
マ
ル
シ
ェ
〜
﹄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
験
申
し
込
み
受
付
中
！

　
津
野
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
帰
省
や
旅
行
で

津
野
町
を
訪
れ
る
方
へ
向
け
た

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
﹁
津

野
町
イ
ル
ミ
ナ
イ
ト
﹂
を
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
津
野
町

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
補
助
金
を
活
用

し
た
団
体
が
町
内
で
一
斉
に
点

灯
を
行
う
も
の
で
す
。
地
域
ご

と
に
違
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
め
る
の
で
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
巡
り
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

力
を
合
わ
せ
て
企
画
し
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
の

方
に
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

開
催
期
間

令
和
６
年
12
月
21
日︵
土
︶〜

令
和
６
年
１
月
７
日︵
火
︶

点
灯
時
間

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

点
灯
場
所︵
住
所
︶

・
新
土
居
江
島
保
存
会

︵
新
土
居
バ
ス
停
前
、
国
道
１
９

７
号
線
沿
い
︶

・
農
村
交
流
施
設﹁
森
の
巣
箱
﹂

︵
貝
ノ
川
床
鍋
３
９
２―

２
︶

・
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と

︵
船
戸
１
３
２
１
、
ふ
な
と
イ
ベ

ン
ト
広
場
︶

・
新
田
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
会

︵
新
田
商
店
街
︶

・
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
﹁
奥
四
万

十
の
郷
﹂

︵
芳
生
野
乙
８
１
０
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

観
光
推
進
課
　
高
橋
　
芙
柚
音

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

津
野
町
イ
ル
ミ
ナ
イ
ト

　
葉
山
体
育
会
は
、
毎
週
水
曜

日
20
時
〜
22
時
、
葉
山
運
動
公

園
総
合
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館

で
、
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
家
事
、
育
児
、
仕
事
に
追
わ
れ

る
日
々
の
中
、
週
一
回
の
練
習

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ス
ト
レ

ス
発
散
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
区
や
県
の
大
会
に
も
出
場

し
て
い
る
の
で
、
試
合
を
目
標

に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
り
、
一

区
体
育
会
が
主
催
す
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
参
加
し
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
中
で
す
。

見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　︵
葉
山
体
育
会
︶

一
緒
に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

　
　
　
や
り
ま
せ
ん
か
？

ホームページは
こちら

昨年のようす



7 №238　2024.12

地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
井
上
　
一
浩

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
一
浩
で

す
。
今
年
最
後
の
お
茶
の
作
業

で
あ
る
秋
整
枝
と
肥
料
撒
き
も

終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
と
並
行
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

報
告
し
ま
す
。　

　
一
つ
目
は
阪
急
百
貨
店
梅
田

本
店
で
行
わ
れ
た
﹁
奥
四
万
十

の
恵
み
フ
ェ
ア
﹂
で
す
。ツ
ノ
チ

ャ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
四
万
十
町
の
事
業
者

の
合
同
で
行
わ
れ
、
津
野
町
の

お
茶
を
試
飲
・
説
明
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
出
店
者
で

協
力
し
て
商
品
を
説
明
し
た
の

で
、
普
段
の
お
茶
に
つ
い
て
の

出
店
と
は
違
う
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
多
く

の
来
場
者
に
よ
り
、
と
て
も
盛

況
で
、
完
売
の
商
品
が
相
次
ぎ
、

Ｊ
Ａ
高
知
県
の
上
級
煎
茶
も
完

売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
つ
目
の
活
動
は
高

知
市
内
に
あ
る
ア
グ
リ
コ
レ
ッ

ト
に
お
い
て
、
中
央
小
学
校
６

年
生
と
一
緒
に
お
茶
を
販
売
し

ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
の
一

環
で
、
６
年
生
は
こ
の
日
の
為

に
お
茶
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き

て
い
ま
し
た
。当
日
は
、
大
き
な

声
で
集
客
を
行
い
、
お
茶
の
説

明
・
か
ぶ
せ
茶
ラ
テ
の
試
飲
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿
を
見

て
、
お
客
さ
ま
も
た
く
さ
ん
の

商
品
を
買
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
の
大
き
な
活

動
と
し
ま
し
て
、
冬
に
行
わ
れ

る
町
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
﹁
つ
の
つ
ね
づ
ね
#
５
﹂
に
て

利
き
茶
体
験
を
行
い
ま
す
。
津

野
町
で
作
ら
れ
て
い
る
５
種
類

の
お
茶
を
、
一
緒
に
飲
み
、
楽
し

く
解
説
し
ま
す
。
中
学
生
以
上

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
、
利
き
茶
ゲ
ー
ム
で
良
い
成

績
を
収
め
た
方
に
は
景
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。町
内
外
の

皆
さ
ま
と
楽
し
く
お
話
し
し
た

り
、
お
茶
が
飲
ん
だ
り
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　
今
後
も
お
茶
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ま
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
30
日
、
津
野
町
は
Ｋ
Ｎ

Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
、Ｋ
Ｎ
Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
会
、
高
知
県
の
４
者

で
、
第
４
期
の
協
働
の
森
づ
く

り
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
と

は
、
環
境
先
進
企
業
と
地
域
が

協
働
し
て
、　
森
林
の
再
生
　

と
　
交
流
の
促
進
　
を
柱
と
し

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
、
第
３
期

︵
５
年
間
︶
協
定
期
間
の
満
了
を

迎
え
ま
し
た
が
、
四
国
カ
ル
ス

ト
周
辺
の
町
有
林
に
、
こ
の
度

新
た
な
協
定
場
所
と
し
て
、
長

沢
の
滝
上
流
付
近
の
町
有
林
６

３
・
７
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加
え
、

同
社
か
ら
提
供
さ
れ
る
300
万
円

の
協
賛
金
を
活
用
し
て
、
５
年

間
︵
令
和
11
年
３
月
31
日
ま

で
︶、
協
定
林
の
間
伐
や
作
業
道

整
備
及
び
交
流
活
動
等
を
行
い

ま
す
。

※

Ｋ
Ｎ
Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
は
、
団
体
旅

行
を
手
掛
け
る
﹁
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
株
式
会
社
﹂
と
メ
デ

ィ
ア
販
売
型
旅
行
会
社
の
﹁
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
﹂

で
構
成
さ
れ
た
日
本
を
代
表
す

る
旅
行
会
社
の
ひ
と
つ
で
、Ｋ

Ｎ
Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会

は
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
等
で
構
成

さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
　︵
産
業
課
　
高
橋
　
春
芽
︶

▲奥四万十の恵みフェア

▲中央小学校６年生と販売

“

“

“

“

▲左から、KNT-CTホールディングス（株）
　青木室長、池田町長

協
働
の
森
づ
く
り
事
業
　
　
第
４
期
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
締
結

〜
Ｋ
Ｎ
Ｔ‐

Ｃ
Ｔ
四
万
十
源
流
の
森

〜

あ
き

せ
い

し
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11
月
６
日
︵
水
︶、
令
和
６
年

度
津
野
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、

津
野
町
役
場
西
庁
舎 

福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
遺
族
や

関
係
者
77
名
の
参
列
の
も
と
、
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戦
没
者
へ
の
黙
と
う
の
後
、
池

田
町
長
の
式
辞
、
高
知
県
知
事

︵
代
理…

須
崎
福
祉
保
健
所
長
︶、

西
元
和
代
議
会
議
長
、
津
野
町

戦
没
者
遺
族
会
高
橋
信
夫
会
長

の
追
悼
の
言
葉
に
続
き
、
参
列

者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
を
行
い
、

英
霊
を
追
悼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
を
代
表
し
て

中
央
小
学
校
６
年
生
の
谷
本
竜

生
さ
ん
に
は
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
参
列
者
は
、
悲
し
い
歴
史
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
わ
が

国
の
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
　︵
町
民
課
　
太
田
　
明
宏
︶

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

　第50回衆議院議員総選挙・

第26回最高裁判所裁判官国民

審査の投票、開票が10月27日

に行われました。

　津野町の開票結果は次のと

おりです。 

【小選挙区】有権者数  

・投票者総数

・投票率

・有効投票

・無効投票

・候補者別得票数（得票順）  

おざき正直

浜川ゆりこ

4,618人

2,882人

62.41%

2,837票

45票

2,204票

633票

【比例代表】有権者数 

・投票者総数

・投票率

・有効投票

・無効投票

・政党別得票数（得票順）

自由民主党

立憲民主党

公明党

日本共産党

れいわ新選組

国民民主党

日本維新の会

参政党

社会民主党

4,618人

2,882人

62.41%

2,745票

137票

1,225票

445.930票

376票

226票

145票

144.069票

117票

37票

29票

【国民審査】有権者数 

・投票者総数

・投票率

・有効投票

・無効投票

4,618人

2,881人

62.39%

2,840票

41票

令和６年１０月２７日 執行  

　　津 野 町 開 票 結 果  

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

―
 

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
新
た
に ―

募集種目 資　格

一般的な
自衛官
 
 
 

自衛官候補生
(男子・女子)
  
  

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒
一般

　18歳以上33歳未満の
者(32歳の者は採用予定
月の末日現在、33歳に
達していない者)

【各試験締切日】
令和7年 1月15日(水)
令和7年 2月19日(水)

令和6年10月  1日(火)
   ～令和7年 1月16日(木）
              (締切日必着)

男子で中卒(見込含)
17歳未満の者

受付期間 試験期日

web試験(基準)　　　　　口述試験・身体検査
   1月18日(土)～20日(月)　     1月26日(日)
   2月22日(土)～24日(月)　     3月 2日(日) 
    (定員になり次第受付を終了します。) 

1次：令和7年 1月25日(土)
2次：令和7年 2月15日(土)　

令和６年度自衛官採用案内

※お問い合わせは市町村窓口、または自衛隊須崎地域事務所(０８８９−４２－７１８６)までお気軽にご相談ください。
パンフレット等もございます。

り
ゅ
う

き
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窓口からのお知らせ①

住民基本台帳の閲覧を受け付けましたのでお知らせします。

受付日：令和 6 年 9 月 19 日

申出者：一般社団法人　中央調査社　会長　境　克彦

委託者：ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部　　　代表者　熊田　佳代子

目　的：多様化したメディア環境における人々の利用実態に加え、メディアに対

　　　　する意識を時系列で把握する。 

　　　　申し出に係る住民の範囲：津野町力石、烏出川、桑ケ市、船戸

　　　　　　　　　　　　16 歳以上（平成 20 年 9 月末日まで生まれ）の男女

窓口からのお知らせ②

住民基本台帳の閲覧を受け付けましたのでお知らせします。

受付日：令和 6 年 9 月 19 日

申出者：一般社団法人　中央調査社　会長　境　克彦

委託者：農林水産省　消費・安全局　消費者行政・食育課　　　代表者　安岡　

澄人

目　的：「令和 6 年度　食育に関する意識調査」の実施のための対象者抽出。

　　　　第４次食育推進基本計画の目標の進捗状況をはじめ、目標に関連した食

　　　　に関する行動やその実践状況を把握するとともに、社会的な要因等が国

　　　　民の食育に関する意識にどのような影響を及ぼしているか明らかにし、

　　　　今後の食育推進施策のための基礎資料とする。 

申し出に係る住民の範囲：津野町白石甲

　　　　　　　　　　　　満 20 歳以上（平成 16 年 9 月末日までに生まれた）日本

　　　　　　　　　　　　人の男女

※ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】町民課　窓口係　☎55‐2314

　毎年 12月 10日から 16日までの１週間は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　１９７０年代から８０年代にかけて、多くの日本人が不自然な形で行方不明となりました。

　平成１４年９月に北朝鮮はようやく日本人拉致を認め、同年１０月に５人の被害者が帰国しました

が、他の被害者については、未だ北朝鮮から納得のいく説明はありません。

　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問

題への対処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題についての関心と認識を深め

ていくことが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法務省人権啓発課）
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の

対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
６
年
中

︵
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
12
月
31
日
︶
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
︵
令
和
６
年

中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
︶。

　
本
年
度
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
保

険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
、
別
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で﹁
社

会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶
控

除
証
明
書
﹂
が
対
象
者
宛
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

︿
年
金
だ
よ
り
﹀

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
は
、ｅ‐

Ｔ

ａ
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の

交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
郵
送
よ

り
も
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
簡
単
に
確
定
申
告
が
で
き
る

た
め
、
電
子
版
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
﹁
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
﹂
に
ロ
グ
イ
ン
し
、

電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す
る

と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
﹁
お
知

ら
せ
﹂
で
電
子
版
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︵
登
録
す
る
と
郵

送
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
︶。

　
な
お
、
ご
家
族
︵
配
偶
者
や
お

子
様
等
︶
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
場

合
は
、
ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険

料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料
に
つ
い

て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７

令和６年１月１日から令和６年９月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付された方

令和６年 10 月１日から令和６年 12 月 31
日までの間に国民年金保険料を納付された方
（①の対象者を除きます）

対象者 送付方法

電子送付 令和６年 10 月中旬から下旬にかけて順次

郵送

電子送付

郵送

令和６年 10 月下旬から 11 月上旬にかけて順次

令和７年１月下旬

令和７年２月上旬

①

②

【別表】

若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
の
ご
案
内

︻
対
象
︼

　
自
ら
が
定
住
す
る
目
的
で
新

築
・
増
築
、
も
し
く
は
中
古
物

件
の
購
入
を
行
う
45
歳
以
下
の

者
。

①
新
築
住
宅…

一
戸
建
て
住
宅

　
又
は
併
用
住
宅
で
、
居
住
用

　
部
分
の
面
積
が
70
㎡
以
上
の

　
新
築
住
宅
。

②
増
築
住
宅…

複
数
世
代
で
の

　
同
居
を
目
的
と
し
た
居
室
を

　
建
設
す
る
も
の
で
、
居
住
用

　
部
分
の
面
積
が
30
㎡
以
上
　

　
㎡
未
満
の
住
宅
。

③
大
規
模
増
築
住
宅…

複
数
世

　
代
で
の
同
居
を
目
的
と
し
た

　
居
室
を
建
設
す
る
も
の
で
、

　
増
築
住
宅
の
居
住
用
部
分
の

　
面
積
が
80
㎡
以
上
の
住
宅
。

　
た
だ
し
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

　
台
所
の
う
ち
い
ず
れ
か
２
つ

　
を
有
す
る
こ
と
。

④
中
古
住
宅…

住
宅
建
築
工
事

　
完
了
の
日
か
ら
起
算
し
て
１

　
年
を
超
え
て
い
る
住
宅
、
又

　
は
既
に
人
が
居
住
し
て
い
た

　
住
宅
。

︻
奨
励
金
の
額
︼

①
新
築
住
宅…

100
万
円

②
増
築
住
宅…

30
万
円
　

③
大
規
模
増
築
住
宅…

100
万
円

④
中
古
住
宅…

物
件
購
入
費
の

50
％
以
内
か
つ
上
限
50
万
円
以

内︻
申
請
の
時
期
︼

建
築
・
売
買
契
約
締
結
の
日
か

ら
起
算
し
て
２
ヶ
月
以
内
に
必

ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
交
付
ま
で
の
流
れ
︼

　
　
認
定
申
請

　
　
　
　
←

　
　
認
定
通
知

　
　
　
　
←

　
　
建
築
完
了

　
　
交
付
申
請

　
　
　
　
←

　
　
　
交
付

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
宏
輔

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
１

80
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基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊

重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界

の
全
て
の
人
び
と
と
全
て
の
国

々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、
昭
和
23
年
︵
１
９

４
８
年
︶
12
月
10
日
の
第
３
回

国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
﹁
世

界
人
権
宣
言
﹂
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣

言
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日

の
12
月
10
日
を
﹁
人
権
デ
ー
﹂

︵H
u
m

a
n
 R

ig
h
ts D

a
y

︶
と

定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権

擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
務
省
及

び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
翌

年
の
昭
和
24
年
︵
１
９
４
９

年
︶
以
来
、
関
係
機
関
等
の
協

力
を
得
て
﹁
人
権
デ
ー
﹂
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
﹁
人
権

週
間
﹂
と
定
め
、
世
界
人
権
宣

言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
そ
こ
で
、
本
年
も
、
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す

　
12
月
４
日
︵
水
︶
に
、
高
知

よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
で

﹁
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
会
場
に

お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼

　
令
和
６
年
12
月
４
日
︵
水
︶

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
、

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
︵
相
談
受
付
は
12
月
３
日
正

午
ま
で
︶

︻
会
場
︼

　
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁

舎
８
Ｆ
相
談
室
　

︵
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２-

10
︶

︻
相
談
担
当
者
︼

　
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
人
権

擁
護
委
員

︻
相
談
内
容
︼

　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
等
、
家
庭
及
び

﹁
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
﹂

日
　
時

　
令
和
７
年
１
月
19
日(

日)

　
13
時
〜
15
時

場
　
所
　

　
交
流
広
場
す
さ
き
　

　
︵
四
万
十
町
、
佐
川
町
で
も

　
開
催
予
定
で
す
︶

・
借
金
を
抱
え
て
い
る…

・
受
診
し
た
い
の
に
保
険
証
が

　
な
い…

・
退
職
後
、
す
る
こ
と
が
な
い

　…・
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
け
ど

　…・
遺
産
相
続
で
も
め
て
い
る…

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
多
様
な
ご
相
談
に
無
料
で
専

門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
医
療
生
協

　
☎
０
８
８-

８
４
３-

０
０
２
５

　
担
当
者
連
絡
先

☎
０
８
０-

５
６
６
７-

５
３
０
９

﹁
第
76
回
人
権
週
間
﹂
と
定
め
、

各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
及
び
高
知

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お

い
て
も
、
今
年
度
の
人
権
週
間

行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
県
内

の
主
要
箇
所
で
﹁
特
設
人
権
相

談
所
﹂
を
開
設
し
、
Ｄ
Ｖ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の

女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、

児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
体
罰
な

ど
子
ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
差

別
や
虐
待
、
そ
の
他
く
ら
し
の

悩
み
ご
と
等
、
人
権
に
関
す
る

御
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
﹁
相

談
窓
口
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８-

８
２
２-

３
５
０
３

近
隣
関
係
等
に
お
け
る
法
律
・

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談

︻
そ
の
他
︼

　
事
前
予
約
制
で
す
。
お
問
い

合
わ
せ
先
に
て
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８-

８
２
２-

３
５
０
３

く
ら
し
と
い
の
ち

　
　
　
何
で
も
相
談
会

主
催 

高
知
医
療
生
活
協
同
組
合

﹂



広報 つのちょう 12

児童手当が令和6年12月支給分から変わります

《改正前》

　　　　　　　　　対象区分

0歳〜3歳未満

　　　　　　　　　 第1子・第2子

 　　　　　　　　　第3子以降

中学生年代

児 童 手 当

1 5 , 0 0 0 円

1 0 , 0 0 0 円

1 5 , 0 0 0 円

1 0 , 0 0 0 円

《改正後》

対象区分

大学生年代

第1子・第2子

第3子以降

第1子・第2子

第3子以降
3歳以上〜高校生年代

0歳〜3歳未満

児 童 手 当

1 5 , 0 0 0 円

3 0 , 0 0 0 円

1 0 , 0 0 0 円

3 0 , 0 0 0 円

3歳以上〜小学生年代 

支 給 は あ り ま せ ん
（ 第 3 子 加 算 の 算 定 に 使 用 ）

制度改正については、令和 6 年 9 月末頃に郵送で申請のご案内をしています。

下記①〜③のいずれかに該当する方は申請の必要があります。

　　①中学生以下の子を養育しておらず、高校生年代（平成 18 年 4 月 2 日〜平成 21 年 4

　　　月 1 日の間に生まれた子）の子を養育している人

　　②所得上限を超過したことにより、児童手当の受給資格を喪失している人

　　③児童手当を受給中の人で大学生年代（平成 14 年 4 月 2 日〜平成 18 年 4 月 1 日の間

　　　に生まれた子）までの子を養育している人

　　　（ただし大学生年代も含め、高校生以下の子が 2 人以下の場合は申請不要です）

●ご案内にある申請期限（令和 6 年 10 月 31 日）を過ぎた後でも、令和 7 年 3 月 31 日（月）

までは申請を受け付けます。ただし、拡充分の児童手当は遅れて支給されます。また、令和 7

年 4 月以降に申請した場合は、申請した翌月分から拡充分を支給します。この場合、申請が

遅れた月分の児童手当は支給できませんので早めに手続きをお願いします。

【お問い合わせ先】　町民課　児童手当担当　高橋　佐知　　☎55-2314
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ま
だ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
医
療
を
、
あ
な
た
に
。

　
今
年
の
12
月
２
日
に
、
現
行

の
健
康
保
険
証
は
新
た
に
発
行

さ
れ
な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移

行
し
ま
す
。

　
切
り
替
え
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
も
申
請
不
要
で
届
け
ら

れ
る
資
格
確
認
書
で
保
険
診
療

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
ま
で
最
大
１
年

間
、利
用
で
き
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
場
合
で

も
、
必
要
な
方
に
は
資
格
確
認

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方

・
申
請
不
要
で
資
格
確
認
書
を

お
届
け
し
ま
す
。

◯
新
た
に
後
期
高
齢
者
に
な
っ

た
方

・
申
請
不
要
で
資
格
確
認
書
を

お
届
け
し
ま
す
。※

来
年
７
月

末
ま
で

◯
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が

困
難
な
方︵
ご
高
齢
の
方
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
な
ど
︶

・
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
資
格

確
認
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
診
療
履
歴
に
基
づ
い
た
よ
り

良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
便
利
で
安
全
な
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
切
り
替
え
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
左
記

か
ら
検
索

政府広報　マイナ保険証

妊産婦健康診査通院費助成事業がはじまります！

　津野町にお住まいの妊婦さん、産婦さんが医療機関で健康診査を受け、条件を満たした場合、その通院

費助成として、1 回につき 3,000 円を支給します！

　令和 6年 4月 1日以降に受けた健診が対象となります。

助成対象となる条件　（下記をすべて満たすもの）

・津野町に住所をおく妊産婦

・津野町が発行する、妊婦一般健康診査票または産婦健康診査票を利用して受診したもの

・健診受診日が令和 6年 4月 1日以降のもの

助成内容

・3,000 円／通院 1回につき

　※妊婦一般健康診査 14回まで

　　産婦健康診査 2回まで

申請時に必要なもの

・申請書

・振込先がわかるもの（通帳など）

・母子健康手帳（受診日がわかるもの）

（手帳のページのコピーをいただきます）

【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）母子保健担当　☎55‐2151

『Sマーク〈標準営業約款制度〉』をご存知ですか！

　高知県では、理容・美容・クリーニングの３業種で、厚生労働大臣の認めたルール
に従って、安心・安全・清潔のサービスを提供しているお店を、標準営業約款登録店
舗とし、Ｓマークの表示でお知らせしています。
　お近くの店先を探してみませんか。

【お問い合わせ先】（公財）高知県生活衛生営業指導センター　☎０８８－８５５－５１００
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麻しん風しん混合、二種混合ワクチンについて

　予防接種の種類によって、公費で接種できる年齢が決まっています。接種をご希望される方は、母子手

帳で接種の確認をしていただき、対象年齢の内に接種するようにお願いします。

　対象年齢外となると、公費（無料）では受けられなくなりますのでご注意ください。

※医療機関によっては、事前に予約が必要な場合があります。

　紛失等で予診票の再交付が必要な場合や、予防接種について不明な点がありましたら下記までお問い

合わせください。

　※上記以外の予防接種についても、公費で接種できる年齢が決まっていますので、対象年齢内に接種

　　をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】 健康福祉課（里楽）　河上 桐也　☎55 - 2151

【麻しん風しん混合（ＭＲ混合）ワクチン】

【二種混合ワクチン】

町内・近隣の医療機関

※津野町では小学校６年生の１年間を接種期間として勧めています
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若
者
た
ち
と
と
も
に
つ
く
る
﹃
こ
ど
も
計
画
﹄

私
た
ち
の
思
い
、ち
ょ
っ
と
聞
い
て
く
だ
サ
ミ
ッ
ト
！

　
今
年
度
津
野
町
で
は
、
第
３
期
津
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
・
津
野
町
こ
ど
も
計
画
を
策
定
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
り
、
計

画
の
対
象
で
あ
る
町
内
の
若
者
や
子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
思
い
を
集

め
る
た
め
、２
つ
の
形
式
で
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
10
日
︵
木
︶
に
、
町
内
在

住
の
30
歳
代
ま
で
の
方
を
対
象

に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
手
法︵
カ

フ
ェ
に
い
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
雑
談

の
よ
う
な
話
し
合
い
︶
で
参
加

者
同
士
が
思
い
を
語
り
合
い
ま

し
た
。﹁
ど
ん
な
居
場
所
が
あ
れ

ば
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
し
て

希
望
が
持
て
る
か
﹂﹁
ど
ん
な
ま

ち
な
ら
子
育
て
に
希
望
が
持
て

る
か
﹂
と
い
う
２
つ
の
問
い
か

け
に
対
し
、
若
者
な
ら
で
は
の

声
が
飛
び
交
い
、
同
時
に
若
者

同
士
の
交
流
を
深
め
る
場
に
も

な
り
ま
し
た
。

ツ
ノ
ワ
カ
モ
ノ
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

す
る
希
望
﹂﹁
人
に
伝
え
た
い
ま
ち

の
魅
力
﹂﹁
町
内
の
環
境
問
題
﹂
に

つ
い
て
、
葉
山
中
学
校
は﹁
進
学
・

将
来
の
仕
事
に
関
す
る
希
望
﹂﹁
人

に
伝
え
た
い
ま
ち
の
魅
力
﹂﹁
若
者

が
住
み
た
い
ま
ち
﹂
の
そ
れ
ぞ
れ

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表

し
、津
野
町
の
魅
力
や
、課
題
と
そ

の
解
決
策
な
ど
中
学
生
の
ま
っ
す

ぐ
な
思
い
を
、
池
田
町
長
と
久
寿

教
育
長
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

質
問
を
交
え
た
や
り
取
り
を
通
じ

て
、
世
代
や
立
場
を
越
え
た
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
で
の
意
見

を
活
用
し
、
津
野
町
の
課
題
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
若
者
や
子
ど

も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
健
康
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
︶

11
月
１
日︵
金
︶に
、
葉
山
中
学

校
及
び
東
津
野
中
学
校
生
徒
会
の

皆
さ
ん
と
、
池
田
町
長
・
久
寿
教

育
長
と
で﹁
私
た
ち
の
思
い
、ち
ょ

っ
と
聞
い
て
く
だ
サ
ミ
ッ
ト
！
﹂

と
題
し
た
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
両
生
徒
会
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
向

け
て
全
校
生
徒
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
取
り
ま
と
め
た
う
え
で
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
津
野
中
学

校
は
﹁
進
学
・
将
来
の
仕
事
に
関
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高
知
県
い
い
歯
の
表
彰

﹁
熟
年
者
の
部
﹂の
受
賞
者

認
知
症
と
歯
周
病
の
関
係

　
高
知
県
で
は
毎
年
、
11
月
８

日
︵
い
い
歯
の
日
︶
に
80
歳
以
上

に
な
ら
れ
る
方
の
中
か
ら
、
噛

む
こ
と
が
で
き
る
残
存
歯
数
が

多
く
、
歯
の
状
態
が
健
康
な
方

を
選
出
し
て
表
彰
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
津
野
町
か
ら
優
良

者
が
２
名
選
ば
れ
ま
し
た
の

で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
う
ち
全
体
の
７
割

は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
す
が
、
こ
れ
は
脳
に﹁
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
﹂
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質

が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
通
常
﹁
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
﹂
は
分

解
さ
れ
て
排
出
さ
れ
る
の
で
す

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
排
出
さ

れ
ず
に
蓄
積
し
て
し
ま
う
と
、

脳
の
情
報
伝
達
が
悪
く
な
り
、

脳
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
進
行
す
る
と
﹁
タ
ウ
﹂

と
い
う
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が

溜
ま
っ
て
、
神
経
細
胞
を
死
滅

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
防
ぐ
に
は
﹁
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
﹂
の
蓄
積
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
周
病
菌

が
こ
の
﹁
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
﹂
の
生

成
・
蓄
積
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
民
の
７
割
が
歯
周
病

に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
50
代
以
上
に
な
る
と
８

割
が
か
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

一
大
疾
患
で
す
。

　
歯
を
守
る
こ
と
は
認
知
症
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
徹
底
し
た
歯
周
病
予
防
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

★
知
事
賞

☆
歯
科
医
師
会
長
表
彰

福
井
　
幸
子
さ
ん

　
　
　
　︹
宇
津
ヶ
藪
︺

岡田　信利さん　〔西の川〕

﹁
冬
の
健
康
に
気
を
付
け
よ
う
﹂

　
冬
は
、
寒
さ
の
影
響
に
よ
っ

て
血
圧
が
大
き
く
変
動
す
る
季

節
で
す
。
暖
か
い
場
所
か
ら
急

に
寒
さ
を
感
じ
る
と
、
血
圧
が

急
上
昇
し
ま
す
。　
　
　
　

　
普
段
か
ら
血
圧
が
高
い
人

は
、
狭
心
症
の
発
作
や
心
筋
梗

塞
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
血
圧
の
急
上
昇
を
防
ぐ
た
め

に
、
お
風
呂
に
入
る
前
に
浴
室

を
シ
ャ
ワ
ー
で
温
め
た
り
、
脱

衣
所
を
暖
房
で
温
め
た
り
す
る

な
ど
、
温
度
差
が
少
な
く
な
る

よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
状
態
を
知

る
た
め
に
、
習
慣
的
に
血
圧
を

測
定
し
た
り
、
年
に
１
度
、
健
診

を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
そ
し
て
、
高
血
圧
予
防
の
た

め
に
普
段
の
生
活
か
ら
健
康
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
食
事

　
塩
分
を
控
え
る
こ
と
を
中
心

に
、
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。ま
た
、
水
分
を
よ
く
摂
取

す
る
こ
と
は
、
血
圧
の
低
下
を

手
助
け
す
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。

②
運
動

　
軽
く
汗
を
か
く
程
度
の
有
酸

素
運
動
は
、
血
圧
を
下
げ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
総
合
健
診
で
は
、

左
記
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

●﹁
１
日
30
分
以
上
の
軽
く
汗

　
を
か
く
運
動
を
週
２
回
以
上

　
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
﹂

     

は
い

と
答
え
た
人

　
　
成
人
男
性

35
．０
％

　
　
成
人
女
性

28
．９
％

︵
津
野
町
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
・
自
殺
対
策
計
画

の
目
標
値
は
男
女
と
も
36
．
０

％
︶

　
適
度
な
運
動
は
血
圧
低
下
だ

け
で
な
く
、
血
行
促
進
に
よ
る

肩
こ
り
や
冷
え
性
の
改
善
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　
食
事
や
運
動
の
他
に
も
、
十

分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
や
、
趣

味
や
娯
楽
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
こ
と
な
ど
、
心
の
健

康
を
保
つ
こ
と
で
、
高
血
圧
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
で
最
も
大
切
な

の
は
予
防
で
す
。
思
い
が
け
な

い
病
気
に
な
る
前
に
、
普
段
か

ら
健
康
を
意
識
し
た
生
活
を
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

、
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
活
動
報
告

〜
朝
食
づ
く
り
〜

︻
食
改
の
窓
︼

９
月
25
日︵
水
︶、
葉
山
中
学
校

２
年
生
26
名
を
対
象
に
し
た
、

食
改
伝
達
事
業
が
行
わ
れ
、
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
は
６
班
に
分
か
れ
、

準
備
さ
れ
て
い
る
食
材
か
ら
朝

ご
は
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま

す
。
ど
の
班
も
食
材
は
同
じ
で

す
が
、
自
分
た
ち
で
各
班
独
自

の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
、
実
際

に
料
理
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
ご
飯
、
味
噌
汁
、
主
菜
、
副
菜

と
い
う
朝
ご
は
ん
の
形
は
同
じ

で
す
が
、
班
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
メ
ニ
ュ
ー
が
考
案
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
同
じ
サ
ラ
ダ
や
味
噌

汁
で
も
、
班
に
よ
っ
て
使
っ
た

材
料
が
違
っ
て
い
た
り
、
味
付

け
が
違
っ
た
り
と
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
で
も
、
生
徒
み
な

さ
ん
手
際
も
よ
く
、
協
力
し
な

が
ら
作
っ
て
い
る
の
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
も
時
々
手
順
に
つ
い

て
助
言
し
な
が
ら
進
め
、
す
べ

て
の
班
が
時
間
内
に
調
理
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
﹁
こ
れ
な
ら
僕
で
も
家

で
作
れ
る
﹂
と
言
う
生
徒
さ
ん

も
お
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
、
お
家
で

も
頑
張
っ
て
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　
朝
ご
は
ん
は
一
日
の
始
ま
り

で
あ
り
、
と
て
も
大
切
な
食
事

で
す
。
み
な
さ
ん
も
し
っ
か
り

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
そ
の
日

一
日
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！

　︵
高
野
地
区
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︶

　
食
改
事
務
局︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
早
瀬

﹃
そ
れ
っ
て
詐
欺
か
も
!?
﹄巧
妙
な
手
口
に
ご
用
心
を
！

◇﹃
自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
﹄
と

思
っ
て
い
て
も…

。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊

詐
欺
の
多
く
は
、
自
宅
に
掛
か

っ
て
く
る
一
本
の
電
話
や
、
宅

配
の
お
届
け
を
知
ら
せ
る
サ
イ

ト
な
ど
、
日
常
生
活
に
密
着
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
家
屋
の
無

料
点
検
を
話
の
糸
口
に
、
不
要

な
工
事
や
、
商
品
の
購
入
を
勧

め
ら
れ
る
﹃
点
検
商
法
﹄
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
十
分
に
気
を
つ
け

て
受
け
答
え
を
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
言
葉
た
く
み
な
相
手

に
、
個
人
情
報
を
引
き
出
さ
れ

た
り
、
不
当
な
契
約
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　
最
近
は
、
公
的
機
関
や
有
名

企
業
の
職
員
な
ど
を
か
た
り
、

も
っ
と
も
ら
し
く
、
巧
妙
な
手

口
の
も
の
が
増
え
て
お
り
、
い

っ
そ
う
の
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
行
政
機
関
が
次
の
事
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

　
る
こ
と

・
受
給
に
あ
た
り
、
手
数
料
の

　
振
込
を
求
め
る
こ
と

・
メ
ー
ル
を
送
り
、Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

　
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と

◇﹃
も
し
か
し
て
詐
欺
か
も
⁉
﹄

　
そ
ん
な
時
に
は…

。

　
次
の
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
が

あ
り
ま
す
。

❖
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
＃
９
１
１
０
番

　
　
　︵
１
１
０
番
︶

❖
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
☎
１
８
８
番

❖
ひ
ま
わ
り
あ
ん
し
ん
事
業

︵
高
知
弁
護
士
会
高
齢
者
・
障

　
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
く
る

　
み
﹂︶

☎︵
０
８
８
︶

　
　
　
　
８
２
２‐

４
８
５
２

❖
津
野
町
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
62‐

２
３
１
７

　
み
な
さ
ん
の
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
家
族

や
知
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
も
、
未
然
に
被

害
を
防
ぐ
こ
と
に
役
立
ち
ま

す
。

教えない！渡さない！

●暗証番号　●通帳　●口座番号　　

●キャッシュカード　●マイナンバー

●家族構成（同居や別居、一人暮らし等）

︵
介
護
福
祉
課

津
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶
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成
年
後
見
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

　
認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ

り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
な
か
に
は
、
不
利
益
な
契
約

で
あ
っ
て
も
、
わ
か
ら
な
い
ま

ま
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
詐

欺
な
ど
の
被
害
に
あ
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ご
本

人
を
守
る
た
め
に
、
成
年
後
見

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
法
律
の
専
門
家
等
の
家
庭
裁

判
所
か
ら
選
ば
れ
た
後
見
人

が
、
預
貯
金
や
財
産
の
管
理
、
医

療
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
や

不
利
益
な
契
約
の
取
り
消
し
、

ま
た
複
雑
な
手
続
き
を
手
助
け

し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
方
の
判
断
能
力
の
程
度

に
よ
っ
て
、
下
記
の
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

裁判所が定めた行為について
ご本人に代わって行います。
同意や取り消しができるもの
は、重要な契約等に限ります。

判断能力が不十分になった時
に備え、後見人になってもらい
たい人と、契約を結んでおく制
度です。

重要な契約、裁判所が定めた行為
について、保佐人の同意が必要で
す。同意がない契約等の取り消し、
また裁判所が定めた行為について
ご本人に代わって行うことができ
ます。

ご本人に代わって契約や財産
管理等を行い、また必要に応
じて、契約を取り消すことが
できます。

補　助保　佐後　見　

任意後見
❖
ご
本
人
の
意
向
の
尊
重
❖

　
憲
法
13
条
の
自
己
決
定
権
に

あ
る
よ
う
に
、
人
は
誰
も
が
自

ら
の
意
向
を
尊
重
し
た
生
活
を

送
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
や
障
害
が
あ
っ
て
も
﹁
自
分

の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
﹂
権

利
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　﹁
後
見
人
と
い
っ
し
ょ
に
﹂﹁
ご

本
人
の
望
む
生
活
を
考
え
る
﹂

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
守
ら
れ
る
権
利
も
あ
り
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
左
記
ま
で
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
62‐

２
３
１
３

　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

今は判断能力は大丈夫

判断能力が不十分判断能力が著しく不十分判断能力が常時欠ける

認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
会
実
施

11
月
２
日(

土)

、
葉
山
運

動
公
園
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、

文
化
祭(

学
童
展
・
文
化
展)

に
あ
わ
せ
て
、
認
知
症
Ｖ
Ｒ

体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
と
はV

irtu
a
l R

e
a
lity

(

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ)

の
略
で
、
日
本
語
で
は
﹁
仮

想
現
実
﹂
と
も
呼
ば
れ
、
特

殊
な
機
器
の
付
い
た
ゴ
ー
グ

ル
を
装
着
し
、
ゴ
ー
グ
ル
内

で
映
し
出
さ
れ
た
映
像
が
、

あ
た
か
も
目
の
前
で
実
際
に

見
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

仮
想
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
回
の
認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験

会
は
、
認
知
症
の
方
が
日
頃

見
て
い
る
世
界
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
様
に
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
感
想
を
聞
く
と

﹁
距
離
感
が
掴
み
づ
ら
く
特

に
階
段
を
降
り
る
映
像
の
時

は
恐
か
っ
た
﹂﹁
動
作
一
つ

一
つ
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
、
店
の
レ
ジ
前
で
精
算

に
手
こ
ず
っ
て
し
ま
い
、
自

分
の
後
ろ
で
列
が
で
き
て
い

る
の
を
見
る
と
申
し
訳
な
く

な
る
﹂
な
ど
、ご
自
身
に
と
っ

て
は
日
頃
何
気
な
く
こ
な
せ

る
動
作
も
難
し
く
な
る
こ
と
、

ま
た
視
覚
的
に
見
え
て
い
る

世
界
が
違
う
と
い
う
点
な
ど

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

︵
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
山
﨑

亜
倫

　
　
　
　
　
岡
村
　
晃
子

　
　
　
　
　
堀
川
　
晴
加
︶
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・こまってる ともだちがいたら たすけるね　

・友だちがすき かぞくがすき　わたしのこともすきになれる 

・うれしいなみんながうれしいとじぶんもうれしい。　

・命は一つ 心も一つ たいせつに　　　　　　　　　　　

・ありがとう、ごめんなさい。そんな言葉が、一番大事。

・笑顔・やさしさ・思いやり みんなで作る明るい未来　　　

・お互いの気持ちが通じて 初めて気づく 自分の気持ち　

・一人一人を たいせつにしよう 笑顔の町へ　　　　

・君の未来 変えるのは自分 大切に

・愛をもって人を育てる全員参加の町作り

（葉山小1年　片岡　虹斗さん）

（中央小2年　藤村　鈴菜さん）

（葉山小3年　松岡　葵生さん）

（葉山小4年　笹岡　希衣さん）

（中央小5年　上岡　桃花さん）

（中央小6年　岩本　凜　さん）

（東津野中1年　坂本　莉子さん）

（葉山中2年　弘田　晴樂さん）

（葉山中3年　高橋　楓　さん）

（王子地区　大﨑　芳　さん）

「人権標語2024」入選作品発表！

　人権教育推進の取り組みとして「人権標語 2024」を募集し、応募総数は 317 点となりました。　たく

さんのご応募ありがとうございました。

　多数の応募作品の中から、10名の方が優秀作品に選ばれました。おめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　鍋島　友弥）　

つたえてみよう！みんなの言葉で「人権標語2024」

【テーマ】たいせつにしよう　じぶんのこと・みんなのこと

　シルバー人材センターでは、毎年 10月をシルバー人材センター事業普及啓発促進月間と定め、全国

のセンターが社会奉仕活動を行っています。

　須崎市・中土佐町・津野町シルバー人材センターでも 10 月 29 日に津野町会員により津野町かわう

そ図書館の園庭の除草・剪定のボランティア活動が行われました。

　かわうそ図書館の園庭がすっきりときれいになっています。ご苦労さまでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須崎市・中土佐町・津野町シルバー人材センター）

シルバーの日ボランティア活動

ななと

すずな

あおい

き　い

ももか

りん

り　こ

はるら

かえで

よし



広報 つのちょう 20

　
今
年
も
﹁
津
野
っ
子
標
語
﹂
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
あ
ふ
れ

る
し
あ
わ
せ
in
つ
の
ち
ょ
う
〜

み
ん
な
の
声
に
耳
を
か
た
む
け

よ
う
〜
﹂で
す
。

　
町
内
小
中
学
校
の
み
な
さ

ん
、
こ
ど
も
園
、
住
民
の
方
な
ど

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
道
徳
教
育
推
進

地
区
協
議
会
に
て
審
査
を
行

い
、
今
年
度
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
12
月
10
日

︵
火
︶
開
催
予
定
の
﹁
津
野
町
道

徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
の
会
場
に
て

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
掲
示

し
、
道
徳
教
育
推
進
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

︵
教
育
委
員
会
　
三
上
　
由
佳
︶

●
町
長
賞

　
何
気
な
い　
普
段
の
会
話
で　
あ
ふ
れ
る
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
山
中
学
校　
３
年　
西
森　
啓
太
さ
ん
）

●
道
徳
推
進
地
区
協
議
会
会
長
賞

　
聞
か
せ
て
ね　
み
ん
な
の
な
や
み　
は
ん
ぶ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
山
小
学
校　
６
年　
西
森　
優
楽
さ
ん
）

●
教
育
長
賞

　
輝
か
そ
う　
誰
に
も
作
れ
な
い　
あ
な
た
色
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
津
野
中
学
校　
２
年　
明
神　
笑
心
さ
ん
）

●
優
秀
賞

　
お
は
よ
う
と　
じ
い・ば
あ・つ
の
っ
子　
毎
朝
笑
顔(^.^)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
に
じ
い
ろ
園　
り
す
組　
松
野　
な
の
花
さ
ん
）

●
優
秀
賞

　
と
う
げ
こ
う　
あ
い
さ
つ
ひ
び
く　
つ
の
の
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
ん
ぼ
園　
き
り
ん
組　
高
橋　
茉
理
さ
ん
）

●
優
秀
賞

　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　
い
つ
で
も
わ
た
し
が
き
い
た
げ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
小
学
校　
２
年　
齋
藤　
萌
々
香
さ
ん
）

●
優
秀
賞

　
声
に
の
せ　
か
く
さ
ず
言
っ
て
よ　
き
み
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
山
中
学
校　
３
年　
市
川　
寧
菜
さ
ん
）

●
優
秀
賞

　
津
野
の
朝　
元
気
な
声
が
こ
だ
ま
し
て　
今
日
も
み
ん
なHave a nice day

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川　
博
子
さ
ん
）

　　　　　　　　☆津野町道徳フォーラム☆
「あふれるしあわせinつのちょう」～みんなの声に耳をかたむけよう～

日　時：12月10日（火）　13：20〜15：30

場　所：葉山運動公園総合センター体育館

対　象：町内児童生徒と保護者、地域住民の方

内　容：「津野っ子標語」表彰式、こども園 園児による発表

　　　　パリオリンピック・レスリング金メダリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　清岡　幸大郎選手講演会

津
野
っ
子
漢
字
検
定

１
級
合
格
お
め
で
と
う

☆
葉
山
中
学
校

　
２
年　

楠
瀬　
遥
々
さ
ん

学
力
向
上
対
策
室
よ
り

﹁
津
野
っ
子
標
語
﹂

　
　
　
入
賞
者
決
定
！

け
い
た

ゆ
　
ら

え
　
こ

ま
　
り

し
ず
な

ひ
ろ
こ

も
　
も
　
か

は

は
る
る
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狩
猟
免
許
　
試
験
の
た
め
の
事
前
講
習
会
及
び
狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
度
狩
猟
免
許
試
験

の
ご
案
内
で
す
。

講
習
会

︻
受
講
料
︼

　
１
０
，０
０
０
円

︻
申
請
書
配
布
場
所
︼

　
津
野
町
産
業
課

︻
申
請
受
付
︼

　
高
知
県
猟
友
会

︻
締
め
切
り
︼

　
各
講
習
日
の
10
日
前
ま
で
に

　
必
着

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
早

　
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

試
験

︻
受
験
料
︼

　
初
心
者
　
　  

５
，２
０
０
円

　
一
部
免
除
者  

３
，９
０
０
円

︻
申
請
書
配
布
場
所
︼

　
津
野
町
産
業
課

︻
申
請
受
付
︼

　
高
知
県
猟
友
会

︻
締
め
切
り
︼

　
各
試
験
日
の
10
日
前
ま
で
に

　
必
着

※

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す

　
方
に
受
講
料
等
を
町
で
補
助

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

〇
試
験
に
合
格
し
、
津
野
町
の

　
猟
友
会
に
加
入
さ
れ
る
方

〇
猟
期
以
外
の
期
間
︵
４
月
１

　
日
〜
11
月
14
日
、
３
月
16
日

　
〜
３
月
31
日
︶も
、
町
に
有
害

　
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
申
請
し
、

　
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従
事
さ
れ

　
る
方

〇
県
税
・
町
税
等
に
滞
納
の
な

　
い
方

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

　
高
知
県
猟
友
会

☎
０
８
８‐

８
５
６‐

６
６
４
１

。

講習会

会　場

高知県立
ふくし交流プラザ

わな猟
第一種・第二種銃猟

わな猟
網猟

第一種・第二種銃猟

令和７年１月11日（土）
午前９：00〜

令和７年１月18日（土）
午前10：00〜

令和７年１月19日（日）
午前10：00〜

日　時 講習・試験を行う免許の種類

試験

■ 年末年始における可燃ごみ収集のお知らせ

■ 年内のし尿汲み取りのお申し込み

　全地区において、令和６年 12 月 31 日までは通常収集を行いますが、令和７年１月１日〜５日の
期間、可燃ごみの処理場が休止するため、収集をお休みいたします。

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】産業課　谷脇　吉貴　☎55 - 2021

◯葉山衛生社

◯東津野衛生社年末は12月15日(日)まで
　お問い合わせ先　 ☎55-2612
　　　　　　　　 　☎090-4979-3760(携帯)
※令和７年１月から汲み取り料が消費税込みの
金額に変更となります。詳しくは葉山衛生社に
お問い合わせください。

年末は12月25日(水)まで
　お問い合わせ先　 ☎62-2526
　　　　　　　　　 ☎090-5911-4809(携帯)

令和６年12月 令和７年１月

28日(土） 29日(日）30日(月）31日(火）１日(水）２日(木） ３日(金） ４日(土） ５日(日） ６日(月）

町内
（全域）収集しません 収集しません通常収集 通常収集

※下記期日までにお申し込みください。
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院 く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

212019

26 2827

18

25

食改・健康ウォーキング中止のお知らせ

　令和６年１２月１０日（火）に予定していました食改・
健康ウォーキングは都合により中止いたします。

【お問い合わせ先】津野町食生活改善推進協議会事務局　
　　　　　　　　　　☎55‐2151

7

く ろ し お 病 院

14131211

く ぼ か わ 病 院

ちっちクラブ
受　付：午前9時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

54

ちっちクラブ
受　付：午前9時〜10時30分
ところ：西庁福祉交流センター

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

く ろ し お 病 院

6

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　　　12月3日、5日、17日、19日、24日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　　　12月3日、5日、10日、12日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

口座振替
町県民税（３期）
国民健康保険税（６期）

納付期限
町県民税（３期）
国民健康保険税（６期）

幼児健診
と　き：個別にご案内します
ところ：西庁福祉交流センター

と　き：午前10時〜午後3時
ところ：本庁舎２階

人権行政相談

県立巡回図書
と　き：午前10時50分〜
　　　　午後12時10分
ところ：町立図書館虎太郎館

津野町イルミナイト
（〜１月７日）
詳しくは6pをご覧ください。
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22

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

24

くぼかわ病院

31

23

3029

9

55-2230（総合センターで受付）

10

高 陵 病 院

くろしお病院

8

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）

西地区（東津野地域）

不燃ごみ・粗大ごみ

15

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ
と　き：午後１時20分〜３時30分
ところ：葉山運動公園総合センター
　　　　体育館

津野町道徳フォーラム

くぼかわ病院梼 原 病 院

東地区（葉山地域）

東地区（葉山地域）

くぼかわ病院 高 陵 病 院

2 3

くろしお病院

1

梼 原 病 院 高 陵 病 院

くろしお病院くぼかわ病院 高 陵 病 院

くろしお病院

16 17

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜正午
ところ：津野町立図書館

　新聞、雑誌、ダンボールは、役場本庁・
西庁の無人回収場所で、毎日無料で受け
入れています。
（受け入れ時間：午前 8 時 30 分〜午後
5時まで）
※整理整頓をして置くようにしてくだ
さい。

ビン・缶・ペットボトル

ビン・缶・ペットボトル
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り

久
保
川
　
坂
本
　
千
栄

二
ツ
家
　
森
田
美
智
子

船
戸
　
西
村
　
　
久

船
戸
　
松
岡
　
恵
子

高
知
市
　
西
崎
　
直
子

万
の
キ
ャ
ン
ド
ル
更
け
ゆ
く
秋
の
棚
田

地
上
絵
に
香
り
写
し
て
金
木
犀

ち
ち
は
は
の
こ
ゑ
芒
野
へ
聴
き
に
ゆ
く

茶
の
花
や
天
に
い
ち
ば
ん
近
き
里

ゆ
っ
く
り
と
登
れ
る
月
の
ま
ろ
さ
か
な

︵
令
和
６
年
10
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

死　　　　亡

地
区
名

氏
　
　
　
名

年
齢

死
亡
年
月
日

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

貝
ノ
川

梶　

足

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

老
人
ホ
ー
ム（
東
津
野
）

宇
津
ヶ
藪

下　
　

野

大　

﨑　

喜
代
子

市　

川　

利　

雄

高　

野　

喜　

代

野　

本　

松　

美

福　

井　

幸　

子

川　

西　

公　

美

ご
冥
福
を
祈
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

9483941068173

Ｒ
６
・
10
・
５

Ｒ
６
・
10
・
11

Ｒ
６
・
10
・
16

Ｒ
６
・
10
・
26

Ｒ
６
・
10
・
29

Ｒ
６
・
10
・
30

︵
敬
称
略
︶

　
訓
子
府
町
出
身
の
作
家
で
、
俳
人
と
し
て

自
由
律
俳
句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
せ
き
し

ろ
氏
に
よ
る
﹁
自
由
律
俳
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
﹂
が
10
月
31
日
に
町
内
外
か
ら
30
人
が
参

加
、
訓
子
府
中
学
校
２
年
生
45
人
を
対
象
に

し
た
講
話
﹁﹃
こ
と
ば
﹄
を
楽
し
も
う
﹂
が
11
月

１
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
自
由
律
俳
句︵
じ
ゆ
う
り
つ
は
い
く
︶と
は
、

五
・
七
・
五
の
十
七
音
や
季
語
な
ど
定
型
の

制
約
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
感
じ
た
ま

ま
を
自
由
に
表
現
す
る
俳
句
の
型
を
い
い
ま

す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
﹁
身
近
な
題
材
を

詩
情
に
入
れ
て
、
自
分
の
思
い
を
言
葉
に
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
﹂、
訓
中
で
は
絵

本
の
﹁
ぐ
り
と
ぐ
ら
﹂
を
例
に
﹁
言
葉
を
一
部

入
れ
変
え
る
だ
け
で
ど
ん
ど
ん
意
味
が
変
わ

る
﹂と
自
由
律
俳
句
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
﹁
定
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
俳
句
の

魅
力
を
学
び
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
で
す
﹂
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

久
保
川
　
坂
本
　
千
栄

二
ツ
家
　
森
田
美
智
子

船
戸
　
西
村
　
　
久

船
戸
　
松
岡
　
恵
子

高
知
市
　
西
崎
　
直
子

万
の
キ
ャ
ン
ド
ル
更
け
ゆ
く
秋
の
棚
田

地
上
絵
に
香
り
写
し
て
金
木
犀

ち
ち
は
は
の
こ
ゑ
芒
野
へ
聴
き
に
ゆ
く

茶
の
花
や
天
に
い
ち
ば
ん
近
き
里

ゆ
っ
く
り
と
登
れ
る
月
の
ま
ろ
さ
か
な

︵
令
和
６
年
10
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

ま
ん

ふ

き
ん
も
く
せ
い

す
す
き
の

自由律俳句に触れる

　
令
和
６
年
11
月
号
の
広
報
つ
の
ち
ょ
う
の
﹁
お
め
で
た
と
お
く

や
み
﹂
の
記
事
に
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
寺
村
幸
子
様
の
氏
名
に

あ
や
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
︻
誤
︼
寺
町
　
幸
子

　
　
　
︻
正
︼
寺
村
　
幸
子

お
詫
び
と
訂
正
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園
　
に

じ

い

ろ

園

　
９
月
に
入
っ
て
か
ら
、
５
歳

児
が
運
動
会
で
す
る
準
備
体
操

を
何
に
す
る
か
話
し
合
い
ま
し

た
。
最
初
は
自
分
が
や
り
た
い

体
操
を
言
い
合
っ
て
い
ま
し
た

が
、
小
さ
い
友
だ
ち
も
一
緒
に

す
る
こ
と
を
伝
え
る
と
﹁
○
○

の
体
操
は
速
い
き
、
赤
ち
ゃ
ん

で
き
ん
が
や
な
い
？
﹂﹁
こ
の
動

き
も
で
き
ん
ろ
う
か
ね
﹂
と
考

え
を
変
え
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。最
後
は
﹁
赤
ち
ゃ
ん
の
先
生

に
聞
い
て
み
よ
う
や
﹂
と
い
う

言
葉
が
出
て
、
み
ん
な
で
ど
の

体
操
が
小
さ
い
友
だ
ち
も
楽
し

め
る
か
聞
き
に
行
き
﹃
お
ひ
さ

ま
ぴ
っ
か
り
体
操
﹄
を
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。

　
９
月
半
ば
か
ら
毎
朝
９
時
に

５
歳
児
が
小
さ
い
組
に
行
き
、

一
緒
に
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
が

来
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く

て
、
い
つ
も
よ
り
早
く
登
園
す

る
子
ど
も
や
、
９
時
に
な
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
子
ど
も

も
い
ま
す
。
５
歳
児
も
張
り
き

っ
て
、
小
さ
い
組
の
お
手
本
に

な
る
よ
う
に
体
操
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
小
さ
い
組
の
子
ど
も

達
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
び
の

び
と
体
を
動
か
し
た
り
、
ま
ね

っ
こ
を
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
体
操
が
終
わ
る

と
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん

の
名
前
を
聞
い
た
り
、
タ
ッ
チ

を
し
て
お
別
れ
し
た
り
と
、
異

年
齢
の
交
流
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
運
動
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も

体
操
を
代
え
て
、
ラ
ー
メ
ン
体

操
や
か
っ
ぱ
体
操
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。﹃
毎
朝
９
時
は
体
操
の

時
間
﹄
で
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　
乳
幼
児
期
は
身
体
諸
機
能
が

発
達
す
る
時
期
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
活
動
に
興
味
や
関
心
を

も
ち
、
自
分
か
ら
十
分
に
体
を

動
か
す
心
地
よ
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を

整
え
、
保
育
者
も
一
緒
に
体
を

動
か
す
楽
し
さ
を
共
感
し
な
が

ら
、
援
助
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

﹃
何
の
体
操
を

　
　
し
よ
う
か
な
？
﹄

﹃
一
日
の
始
ま
り
は

　
　
　
体
操
か
ら
﹄

︻
学
童
展
・
文
化
展
︼

11
月
２
日
︵
土
︶
か
ら
11
月
４

日
︵
月
・
祝
︶
の
３
日
間
、
津
野

町
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
学
童
展
・
文
化

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
童
展
で
は
、
こ
ど
も
園
の

共
同
制
作
作
品
や
小
中
学
生
の

絵
や
書
道
、
硬
筆
な
ど
多
く
の

力
作
が
並
び
ま
し
た
。
文
化
展

で
は
、
高
岡
地
区
文
化
協
会
主

催
の
﹁
高
岡
地
区
巡
回
美
術
展

覧
会
﹂
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

津
野
町
文
化
協
会
や
一
般
の
方

が
た
の
写
真
、
陶
芸
、
手
工
芸
品

等
の
作
品
に
加
え
、
高
岡
地
区

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
か
ら
、
個

性
溢
れ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

︻
舞
台
発
表
︼

11
月
３
日
︵
日
︶
津
野
町
酒
蔵

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
発

表
会
で
は
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、

軽
音
楽
な
ど
全
18
演
目
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
者
の
堂
々
と
し
た
ス
テ

ー
ジ
に
、
満
員
の
観
客
席
は
、
手

拍
子
や
あ
た
た
か
い
拍
手
に
包

ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

令
和
６
年
度

津
野
町
文
化
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▲みんなで体操
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令和６年12月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和６年 10月末日現在）

総人口　5,209人(-17）
　男　　2,467人(‒5）
　女　　2,742人(‒12）
世帯数　2,569世帯(‒6）

カッコ内は前月対比

みんなの作品

　今月号では葉山小学校の

児童の作品をご紹介します。

年末年始の役場業務について
　年末は令和６年 12 月 27 日（金）まで、年始は令和７年１月６日（月）から、通

常どおり業務を行います。
　戸籍関係届出　（出生・死亡・婚姻等）については、毎日受け付けております。
　ご不明な点がございましたら、お問い合わせください。

【お問い合わせ先】　本庁舎窓口　町民課　　　中山　輝紀　☎55‐2314
　　　　　　　　　西庁舎窓口　介護福祉課　井上　沙耶　☎62‐2313

葉山小５年 矢野　晄大
こうだい

葉山小５年 大﨑　彩葉
いろは

葉山小６年 岩﨑　柚芽奈
ゆ め な

葉山小６年 山下　陽音
はるね

葉山小６年 市川　達稀
たつき

葉山小６年 松岡　心結
み　ゆ

葉山小５年 久保　凜翠
りすい

葉山小５年 西田　結翔
ゆいと
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